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発行日　平成21年10月25日－　２　－

歳入総額… 160億6千101万円
歳出総額… 132億9千773万円

（千円単位切捨て）

平成20年度歳入歳出決算額 一 般 会 計 歳 入 内 訳
会　計　名 歳入 歳出 差し引き

一　般　会　計 1,606,101 1,329,773 276,328

特　

別　

会　

計

国民健康保険 298,750 323,250 △ 24,500
老人保健 37,272 36,825 447
後期高齢者医療 33,301 33,068 233
介護保険（保険事業） 177,119 171,704 5,415
介護保険
（介護サービス事業） 1,547 999 548

土地区画整理事業 14,284 8,149 6,135
住宅新築資金等 1,835 1,835 0
苅田臨空産業団地
開発事業 139,273 81,017 58,256

農業集落排水事業 698 4,380 △ 3,682

地方譲与税
2億4,770万円

（1.6％）

地方交付税
1億5,935万8千円
（1.0％）

町債
9億4,574万4千円

（5.9％）

諸収入
3億8,956万5千円（2.4％）

繰入金
7億493万4千円

（4.4％）

寄付金
51万円（0.0％）

財産収入
1億2,913万円（0.8％）

各種交付金
4億9,864万円

（3.4％）

使用料及び手数料
1億4,944万6千円

（0.9％）
分担金及び負担金

1億6,677万3千円
（1.0％）

その他
3億7,636万3千円
（4.4％）

自主財源

　町税の内訳

※ 軽自動車税
　 町たばこ税
　 鉱産税

依存
財源

町
民
税

町民税（個人分）
16億7,409万6千円
（20.0％）

町民税（法人分）
10億8,327万3千円
（12.9％）固定資産税

52億5,722万9千円
（62.7％）

町税
83億9,096万1千円
（52.2％）

繰越金
23億5,418万2千円
（14.7％）

国県支出金
18億6712万1千円

（11.6％）

学童保育施設建設事業補助金
2,141万円

白川小北側校舎建設事業
３億2,137万円

高規格救急車購入
3,619万円

ごみ収集・処理委託
６億8,141万円

（単位：万円）
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 Q
雇
用
教
員
の
質
が
低
い
の
で
は
。
採
用

基
準
及
び
給
与
水
準
の
見
直
し
は
。

 Ⓐ
運
用
面
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

今
後
検
討
し
た
い
。

 Q
等
覚
寺
「
空
の
家
」
修
繕
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

 Ⓐ
古
民
家
を
解
体
し
、
整
備
進
行
中
。

 Q
苅
田
山
笠
運
営
団
体
は
、
高
齢
化
が
進

み
運
営
費
が
集
ま
り
に
く
い
、
町
の
対
応

は
。

 Ⓐ
各
団
体
と
協
議
の
上
、
検
討
し
て
い
く
。

 Q
学
校
給
食
費
の
収
入
割
合
と
滞
納
対
策
は
。

 Ⓐ
徴
収
率
は
98
・
８
％
。
現
年
分
は
学
校
、

過
年
分
は
給
食
セ
ン
タ
ー
で
対
応
。

 Q
時
間
外
手
当
は
な
ぜ
増
加
し
た
の
か
。

 Ⓐ
国
の
法
律
改
正
に
伴
う
事
務
量
の
増
加
。

 Q
定
期
監
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
高
額
な

予
算
流
用
が
見
ら
れ
る
と
。

 Ⓐ
緊
急
を
要
し
た
た
め
。

　

認
定
に
対
し
、
苅
田
町
青
少
年
国
際

交
流
事
業
補
助
金
の
報
告
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
本
年

度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
事
業
の
根
本

的
な
見
直
し
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
、

附
帯
決
議
が
な
さ
れ
た
。

 ◦ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 Q
保
険
税
の
減
額
は
で
き
な
い
か
。

 Ⓐ
赤
字
が
解
消
し
た
時
点
で
検
討
す
る
。

 Ⓐ
規
制
が
厳
し
く
、
対
応
が
難
し
い
。
延

長
は
考
え
て
い
な
い
。

 Q
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
は
、
健
康
対
策
関
係

以
外
に
も
使
用
で
き
な
い
の
か
。

 Ⓐ
電
源
立
地
交
付
金
で
建
設
さ
れ
、
利
用

が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
年
数
の
経
過
に
よ

り
緩
和
さ
れ
る
の
で
検
討
し
た
い
。

 Q
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
経
営
安
定
化
資
金
貸
付

金
の
累
計
額
と
今
後
の
方
針
は
。

 Ⓐ
２
億
５
，
２
０
０
万
円
。
ま
だ
決
め
切

れ
て
い
な
い
。

 Q
水
道
事
業
安
定
化
補
助
金
は
、
水
道
料

安
定
化
の
た
め
に
は
、
評
価
す
る
が
、
施

設
建
設
に
伴
い
、
水
道
料
金
が
上
が
る
の

で
は
。

 Ⓐ
合
理
化
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
上
げ
な

い
方
法
で
検
討
す
る
。
一
部
民
間
委
託
も

検
討
中
。

 Q
高
圧
受
電
設
備
取
り
替
え
修
理
、
及
び

消
防
庁
舎
の
老
朽
化
対
策
は
。

 Ⓐ
消
防
本
部
の
中
枢
受
変
電
設
備
。
36
年

経
過
し
、耐
震
基
準
は
満
た
し
て
い
る
が
、

傷
み
が
ひ
ど
い
の
で
考
え
て
い
き
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会
報
告

決
算
特
別
委
員
長　
　

伊　

塚　
　

弘

　

付
託
案
件

 ◦ 

平
成
20
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　

一
般
会
計　
　
　
　

１
件

　
　

特
別
会
計　
　
　
　

８
件

　
　

公
営
企
業
会
計　
　

２
件

　

一
般
会
計

 Q
郡
町
長
会
負
担
金
の
使
途
は
。

 Ⓐ
郡
研
修
会
、
陳
情
な
ど
に
負
担
し
て
い

る
。

 Q
青
少
年
国
際
交
流
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
費
用
の
内
訳
は
。

 Ⓐ
８
日
間
・
11
名
参
加
、
費
用
は
４
９
９

万
９
８
８
円
。

 Q
割
高
で
は
な
い
の
か
。

 Ⓐ
初
年
度
で
あ
り
特
別
費
用
を
設
け
て
お

り
、
安
全
・
安
心
を
考
慮
し
た
。
21
年
以

降
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
す
る
。

 Q
放
課
後
児
童
対
策
事
業
委
託
料
に
つ
い

て
、
学
年
の
追
加
、
時
間
の
延
長
は
で
き

な
い
の
か
。

 ◦ 

苅
田
町
介
護
保
険
特
別
会
計

 Q
不
納
欠
損
の
処
理
は
。

 Ⓐ
死
亡
し
た
方
の
滞
納
は
家
族
か
ら
徴
収

と
な
っ
て
い
る
が
現
実
は
困
難
。

 ◦ 

苅
田
町
住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計

 Q
貸
付
金
回
収
ま
で
あ
と
何
年
か
か
る

か
。

 Ⓐ
少
し
で
も
早
く
終
わ
ら
せ
る
よ
う
努
力

す
る
。

 ◦ 

苅
田
町
臨
空
産
業
団
地

　

開
発
事
業
特
別
会
計

 Q
収
入
未
済
額
が
あ
る
が
ど
う
す
る
の

か
。

 Ⓐ
違
約
金
の
残
金
で
あ
り
、
担
保
を
と

っ
て
い
る
。

 ◦ 

苅
田
町
下
水
道
事
業
会
計

 Q
水
道
と
の
統
合
は
い
つ
す
る
の
か
。

 Ⓐ
12
月
ま
で
に
検
討
し
、
来
年
度
に
反
映

す
る
。

 ◦ 

苅
田
町
水
道
事
業
会
計

 Q
新
し
い
浄
水
場
の
水
処
理
方
式
及
び
入

札
方
式
や
下
請
は
。

 Ⓐ
現
在
の
浄
水
方
式
と
同
じ
。
一
般
競
争

入
札
に
す
る
が
地
元
企
業
に
配
慮
。
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未来へ向けての町づくり
一般会計補正予算

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
６
件
は
慎
重
審
議
の

結
果
、
可
決
し
た
。

 ◦ 

平
成
21
年
度
苅
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

 ◦ 

総
務
費

 Q
防
犯
灯
の
年
間
の
設
置

数
は
。

 Ⓐ
新
設
・
修
繕
を
含
め
て
、

２
０
０
か
ら
３
０
０
ヶ
所
。

 ◦ 

苅
田
町
生
活
安
全
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦ 

福
岡
県
市
町
村
職
員
手
当

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
増
減
及
び

福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て
。

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦ 

福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員

等
、
公
務
災
害
補
償
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
増
減
及
び
福
岡
県
市

町
村
消
防
団
員
等
、
公
務

災
害
補
償
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
。

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦ 

専
決
処
分
に
つ
い
て
（
平

成
21
年
度
苅
田
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
））

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

防　犯　灯

総
務
常
任
委
員
会
報
告

総
務
常
任
委
員
長　
　

坂
本　

東
二
郎

軽自動車税の納付が便利に

子ども人材育成

　３億７千220 万円 追加

コンビニ収納
534万円

パソコン購入費
１億8,844万円
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 ◦ 

土
木
費

 Q
家
屋
事
後
調
査
業
務
委
託
料

は
、
具
体
的
に
ど
こ
の
調
査
か
。

長
畑
・
松
山
線
及
び
井
場
川
埋

立
て
事
業
。

 ◦ 

災
害
復
旧
費

 Q
変
電
所
付
近
の
、
の
り
面
崩

壊
は
道
路
側
溝
も
無
く
、
セ
メ

ン
ト
で
固
め
て
い
る
こ
と
が
原

因
で
は
。

 Ⓐ
変
電
所
か
ら
の
水
が
の
り
面

崩
壊
の
原
因
と
は
、
考
え
づ
ら

い
。
道
路
の
排
水
は
、
町
が
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

 ◦ 

平
成
21
年
度
苅
田
町
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦ 
平
成
21
年
度
苅
田
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦ 

苅
田
町
都
市
計
画
事
業
与
原
土

地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
定
の

制
定
に
つ
い
て

 Q
詳
し
い
説
明
、
議
論
も
な
く
、

不
安
が
あ
る
の
だ
が
。

 Ⓐ
事
業
を
進
め
る
た
め
の
基
本

的
な
ル
ー
ル
で
あ
る
。
事
業
認

可
後
、
手
続
き
の
節
目
ご
と
に

議
会
及
び
地
元
関
係
者
に
説
明

 ◦ 

農
林
水
産
業
費

 Q
葉
山
池
一
帯
を
公
園
化
し
、

上
水
に
利
用
出
来
る
計
画
が
あ

る
と
聞
く
が
。

 Ⓐ
水
資
源
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
の
３
案
の
中
の
一
つ
と
し
て

あ
る
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

７
件
は
慎
重
審
議
の
結
果
可
決

し
た
。

 ◦ 

平
成
21
年
度
苅
田
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

 ◦ 

労
働
費

 Q
北
九
州
空
港
利
用
促
進
事
業

委
託
料
に
お
い
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
を
取
る
の
は
な
ぜ
か
。

 Ⓐ
安
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
企
画
力
を
求
め
、

効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た

め
。

 Q
緊
急
雇
用
創
出
事
業
（
北
九

州
空
港
利
用
促
進
事
業
）
の
雇

用
対
策
は
。

 Ⓐ
人
員
は
４
名
で
、
そ
の
う
ち

失
業
者
対
策
で
３
名
、
委
託
す

る
企
業
の
従
業
員
が
１
名
。

 Q
委
託
す
る
企
業
は
苅
田
町
内

か
。

 Ⓐ
一
般
公
募
し
、
町
内
業
者
が

い
れ
ば
優
先
す
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
長　
　

常
葊　

直
行

す
る
。

 Q
文
章
だ
け
で
は
む
ず
か
し
い
。

関
係
書
類
を
提
出
す
べ
き
だ
。

 Ⓐ
詳
細
部
分
に
つ
い
て
は
出
せ

る
状
態
で
は
な
い
。

 Q
説
明
不
足
に
よ
り
否
決
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
地
権
者
に
影
響

も
出
る
の
で
、
避
け
た
い
。
自

信
を
持
っ
て
採
決
で
き
る
よ
う

に
十
分
理
解
、
納
得
出
来
る
資

料
や
説
明
に
も
工
夫
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

 ◦ 

町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦ 

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

 Q
企
業
局
が
整
備
し
た
道
路
を

町
道
に
移
管
さ
れ
た
後
、
管
理

が
大
変
で
は
。

 Ⓐ
本
町
の
発
展
の
た
め
総
合
的

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

 ◦ 

専
決
処
分
に
つ
い
て
（
平
成
21

年
度
苅
田
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
））

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

企業局より移管された道路
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第
六
回
定
例
会

　

意
見
書

　

意
見
書
案
第
８
号

 

障
害
者
自
立
支
援
法
を
廃
止
し
、

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
新
た
な
法
制
度
を

求
め
る
意
見
書
︵
案
︶ ･･･････････････

可
決

意
見
書
案
第
９
号

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
︵
案
︶ ･･････････････････

可
決

　

意
見
書
案
第
10
号

日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
︵
自
由
貿
易
協
定
︶

交
渉
阻
止
を
求
め
る
意
見
書
︵
案
︶ ･････

可
決

　

人
事
案
件

　

教
育
委
員
会
委
員
に

　
　
　
　

矢　

鳴　

ミ
ツ
子　

氏
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

任
命
す
る
こ
と
に
同
意

第
七
回
臨
時
会

京
築
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
員
の
選
挙
で

　
　
　
　

坂　

本　

東
二
郎　

氏

　
　
　
　

友　

田　

敬　

而　

氏

が
当
選

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

９
件
は
慎
重
審
議
の
結
果
、
可

決
し
た
。

 ◦ 

平
成
21
年
度
苅
田
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

 ◦ 

民
生
費

 Q
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給

事
業
費
の
内
容
は
。

 Ⓐ
国
の
経
済
危
機
対
策
で
小
学

校
就
学
前
３
年
間
３
６
，
０
０
０

円
を
支
給
す
る
。

 ◦ 

教
育
費

 Q
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

備
品
（
パ

ソ
コ
ン
）

は
町
内
業

者
に
発
注

す
る
の
か
。

 Ⓐ
地
場
企

業
の
活
性

化
を
は
か

り
、
よ
り

効
率
性
、

経
済
性
を
求
め
、
運
用
上
支
障

の
き
た
さ
な
い
よ
う
に
発
注
す

る
。

 Q
パ
ソ
コ
ン
の
取
り
扱
い
は
。

 Ⓐ
研
修
を
受
け
、努
力
し
て
い
る
。

 Q
備
品
購
入
費
（
パ
ソ
コ
ン
）
が

一
億
八
千
八
百
万
円
、高
額
で
は
。

 Ⓐ
教
師
・
教
室
用
で
１
４
９
台
。

　

整
備
・
保
守
点
検
を
含
む
金

額
で
あ
る
。

 Q
パ
ソ
コ
ン
の
校
外
持
ち
出
し

に
つ
い
て
。

 Ⓐ
町
の
規
則
を
参
考
に
し
、
ル
ー

ル
を
決
め
る
。

 ◦ 

平
成
21
年
度
苅
田
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦ 

平
成
21
年
度
苅
田
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

 Q
制
度
の
廃
止
は
あ
る
の
か
。

 Ⓐ
情
報
は
入
っ
て
な
い
。

 ◦ 

平
成
21
年
度
苅
田
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

 Q
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
は
過

去
３
年
間
で
２
億
円
に
な
る
が
、
余
剰

金
の
一
部
か
。

 Ⓐ
余
剰
金
で
あ
り
、
今
年
度
よ
り
３

年
間
で
60
％
取
り
崩
し
て
、
１
号
保
険

料
に
補
て
ん
す
る
。

 ◦ 

苅
田
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦ 

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
減
及
び
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦ 

専
決
処
分
に
つ
い
て
（
平
成
21
年
度

苅
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
））

 Q
災
害
時
に
、
障
害
者
・
高
齢
者
の
た

め
の
救
助
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
デ
ー
タ
化
で

き
な
い
の
か
。

 Ⓐ
高
齢
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
議
会

で
調
査
し
作
成
し
て
い
る
が
、
完
全
で

は
な
い
。

 ◦ 

専
決
処
分
に
つ
い
て
（
平
成
21
年
度

苅
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
））

 Q
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
は
国
庫
補
助

金
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
健
診

も
町
負
担
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ

き
だ
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
報
告

厚
生
文
教
常
任
委
員
長

小
山　

信
美

パソコン教室
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　１. 教育の現状を憂う
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　１.「平成大合併」の検証
　２. 地域経済と学校教育

冨安　正直　議員　 ･･････････････････････････････････････�
　１. 町長が進めた政策の成果と課題、町が今後解決すべき諸

問題を問う
　２. 政権交代が町政に及ぼす影響

小山　信美　議員　 ･･････････････････････････････････････�
　１. 危機管理体制のあり方
　２.「スクール・ニューディール」構想について

白石　　学　議員　 ･･････････････････････････････････････�
　１. 資産運用について
　２. 危機管理について

木原　洋征　議員　 ･･････････････････････････････････････�
　１. 教育問題について
　２. 国民健康保険について
　３. 「誰もが安心して心豊かに暮らしていける町づくり」に

ついて

尾形　　均　議員　　掲載を辞退しました。

　１. 町政を振り返って

桝谷　忠明　議員　 ･･････････････････････････････････････�
　１. 与原土地区画整理事業について
　２. 小中学校防犯灯の設置について

梶原　弘子　議員　 ･･････････････････････････････････････�
　１. 教育予算の充実を願う
　２. 与原土地区画整理事業について
　３. 苅田町の障害者自立支援法の実態と改善について
　４. 真の緊急雇用対策に町は取り組めているのか
　５. 災害を起こさない町づくり計画を望む

一
般
質
問
は
、
９
名
が
質
問

※掲載は登壇順

ズバリ

一
問
一
答

町
政
を
問
う
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Q 教育改革を
見直す時期では

A 今後の検討課題である
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 Q  
問
題
を
起
こ
し
た
学
校
の
そ

の
後
の
様
子
は
。

 Ⓐ
特
段
の
事
件
は
起
こ
し
て
い

な
い
。

 Q  
鳴
り
物
入
り
で
ス
タ
ー
ト
し

た
町
独
自
の
教
育
改
革
。
学
力

面
ば
か
り
注
目
さ
れ
て
い
る
が

学
校
現
場
は
学
力
向
上
ど
こ
ろ

で
は
な
い
の
で
は
。

 Ⓐ
学
力
、
生
活
両
面
で
効
果
が

出
る
よ
う
全
力
で
行
っ
て
い
る

が
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
る
。

 Q  
町
内
の
就
学
援
助
率
は
。

 Ⓐ
20
年
度
で
17
・
93
％
。
年
々

割
合
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

 Q  
北
九
州
市
は
13
・
４
％
。
学

力
向
上
も
大
切
だ
が
、
家
庭
教

育
の
根
底
で
あ
る
生
活
の
安
定

が
揺
ら
い
で
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

 Ⓐ
家
庭
の
経
済
的
基
礎
が
安
定

し
な
い
と
子
供
た
ち
の
心
が
安

定
し
な
い
。

 Q  
現
状
の
教
育
問
題
は
行
政
、

学
校
、
地
域
、
保
護
者
そ
れ
ぞ

れ
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ま
な
く
て

は
解
決
で
き
な
い
の
で
は
。

 Ⓐ
そ
の
通
り
で
あ
る
。
特
に
保

護
者
、
地
域
と
の
連
携
が
重
要
。

 Q  
中
学
で
問
題
が
発
生
し
た
時
、

町
全
体
の
問
題
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
決
起
集
会
を
計
画
し
た
。
ど

の
様
に
認
識
し
て
い
た
か
。

 Ⓐ
夏
休
み
を
前
に
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

町
全
体
で
教
育
問
題
の
具
体
的

共
有
を
図
ろ
う
と
計
画
さ
れ
た

こ
と
に
教
育
長
と
し
て
非
常
に

賛
同
し
た
。

 Q  
一
部
の
学
校
か
ら
決
起
集
会

開
催
は
問
題
の
子
供
の
保
護
者

か
ら
の
ク
レ
ー
ム
で
学
校
運
営

に
支
障
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
の
発
言
で
中
止
に
な
っ
た
こ

と
は
知
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

 Ⓐ
報
告
を
う
け
て
い
る
。
教
育

改
革
を
推
し
進
め
る
上
で
も
重

要
と
考
え
て
い
た
。

そ
の
様
な
意
見
が
出

た
事
は
意
外
。

 Q  
是
非
と
も
学
校
に

教
育
長
、
教
育
委
員

会
の
考
え
を
し
っ
か

り
と
伝
え
て
ほ
し
い
。

 Q  
苅
田
町
内
の
校
区

移
動
は
自
由
化
さ
れ

て
い
る
の
か
。

 Ⓐ
基
本
的
に
は
通
学

区
域
は
決
ま
っ
て
い

る
。
通
学
区
に
関
す

る
規
則
が
13
項
目
あ

る
。
教
育
委
員
会
が

承
認
し
た
場
合
は
校

区
外
の
学
校
に
通
学

で
き
る
。

 Q  
教
育
に
は
地
域
と

の
連
携
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
や
む
を

得
な
い
場
合
を
除
き
、
校
区
外

通
学
を
安
易
に
自
由
に
す
べ
き

で
な
い
と
思
う
が
。

 Ⓐ
教
育
長
個
人
と
し
て
だ
が
学

区
は
非
常
に
大
事
と
考
え
る
。

緊
急
避
難
的
な
場
合
を
除
き
、

地
域
の
学
校
で
教
育
を
す
る
の

が
基
本
と
考
え
る
。

清明会

友田　敬而　議員
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A Q
自
立
し
た
行
政
運
営
へ
の
組
み
立
て
を
進
め
て
き
た

合
併
を
見
送
っ
た

本
町
の
取
組
は

 Ⓐ
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
。
住
民

に
と
っ
て
良
い
方
向
で
あ
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

 Q 
現
状
を
踏
ま
え
、
目
標
人
口

か
ら
適
正
人
口
へ
の
考
え
方
は
。

 Ⓐ
第
４
次
苅
田
町
総
合
計
画
に

お
い
て
、
協
議
を
し
て
い
く
。

 Q 
人
口
統
計
で
は
自
然
動
態
と

社
会
動
態
が
あ
り
、
社
会
動
態

が
20
年
以
上
マ
イ
ナ
ス
傾
向
で

あ
る
。
ど
う
分
析
す
る
か
。

改
革
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
こ

の
よ
う
な
政
策
を
実
行
し
て
い

く
為
に
も
財
政
的
裏
づ
け
が
重

要
で
産
業
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進

め
企
業
誘
致
を
促
進
し
な
が
ら

健
全
財
政
の
上
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
福
祉
施
策
を
行
い
た
い
。

経
済
格
差
と
教
育
格
差

 Q 
驚
異
的
な
経
済
不
況
に
よ
り

所
得
格
差
が
一
気
に
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
そ
れ
が
教
育
格
差

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
。

 Ⓐ
全
国
学
力
学
習
状
況
の
結
果

を
見
る
と
、
世
帯
年
収
に
よ
る

成
績
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

 Q 
奨
学
金
貸
付
制
度
の
金
額
や

基
準
の
見
直
し
、
滞
納
対
策
は
。

 Ⓐ
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
貸

付
金
の
増
額
や
連
帯
保
証
人
の

条
件
緩
和
等
、
利
便
性
向
上
に

努
め
て
い
る
。
滞
納
対
策
は
督

促
の
強
化
、
夜
間
徴
収
等
成
果

を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
法
的

な
手
段
も
検
討
し
て
い
る
。

 Q 
本
町
に
お
け
る
奨
学
金
制
度

の
活
用
評
価
は
。

 Ⓐ
経
済
情
勢
の
厳
し
い
と
き
で

あ
り
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

 Q 
教
育
に
力
点
を
お
く
町
と
し

て
、
高
校
ま
で
を
基
礎
教
育
と

捉
え
、
必
要
な
ら
ば
中
高
一
貫
、

さ
ら
に
校
内
に
塾
、
学
童
保
育
、

保
育
園
、
さ
ら
に
、
介
護
や
各

養
護
施
設
ま
で
、
社
会
保
障
を

集
中
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
基
本
も
つ
く
っ
て
い
く
発

想
が
必
要
で
は
。

 Ⓐ
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
は
一
番
大
切
だ

と
思
っ
て
い
る
。

平
成
大
合
併
の
検
証

 Q 
平
成
の
大
合
併
が
来
年
３
月

で
終
わ
る
。
単
独
路
線
を
選
択

し
た
総
括
は
。

 Ⓐ
具
体
的
に
は
集
中
改
革
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
事
務
事
業
の
見

直
し
や
経
費
削
減
、
企
業
誘
致
、

教
育
改
革
や
福
祉
、
子
育
て
支

援
な
ど
も
実
施
し
て
き
た
。

 Q 
政
権
交
代
後
、
地
方
分
権
、
地

方
主
権
が
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
進

む
の
で
は
。

 Ⓐ
分
析
は
し
て
い
な
い
。
総
合

計
画
づ
く
り
の
中
で
新
た
な
人

口
フ
レ
ー
ム
を
検
討
し
て
い
く
。

 Q 
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
は
。

 Ⓐ
任
期
４
年
間
を
振
り
返
り
公

正
公
平
、
ク
リ
ー
ン
な
行
政
を

基
本
姿
勢
と
し
て
き
た
。
次
期

も
絶
対
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い

こ
と
だ
。
特
に
子
育
て
、
教
育

ニューフォーラム

常葊　直行　議員



Q
問題のある生徒よりも
大多数の良い生徒のための
教育環境の確保を最優先に

A 学校には伝えている
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施
策
の
成
果
と
は

 Q 
今
議
会
へ
の
町
政
報
告
に
お

い
て
町
長
が
任
期
中
に
進
め
た

重
点
施
策
と
し
て
少
子
化
対
策

や
教
育
改
革
な
ど
を
挙
げ
て
い

た
が
、
具
体
的
な
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

 Ⓐ
少
子
化
対
策
で
は
苅
田
町
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
平
成
17

年
１
・
33
、
平
成
18
年
１
・
45
、

平
成
19
年
１
・
５
、
平
成
20
年
１
・

53
と
な
っ
て
お
り
、
増
加
傾
向

を
示
し
て
い
る
。
全
国
平
均
の

平
成
18
年
１
・
32
を
上
回
っ
て

お
り
、
取
り
組
み
の
成
果
だ
と

考
え
て
い
る
。

 Q 
出
生
率
は
微
増
だ
が
、
定
住

し
な
い
か
ら
人
口
３
万
５
千
人

前
後
が
続
い
て
い
る
。
町
に
転

入
あ
る
い
は
転
出
す
る
世
帯
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
こ
の
数

字
の
根
拠
を
探
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

 Ⓐ
今
後
は
も
っ
と
幅
広
い
聞
き

取
り
を
し
た
い
。

 Q 
教
育
改
革
の
具
体
的
成
果
は
。

 Ⓐ
教
育
改
革
で
は
小
学
校
、
中

学
校
と
も
習
熟
テ
ス
ト
を
継
続

的
に
実
施
し
て
き
た
結
果
、
漢

字
や
計
算
問
題
で
は
全
国
平
均

を
上
回
る
好
成
績
を
上
げ
て
い

る
。
さ
ら
に
県
の
学
力
調
査
の

中
学
校
英
語
で
は
、
３
年
間
で

６
％
平
均
正
答
率
を
上
げ
て
い

る
。
特
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
力
が

す
ぐ
れ
て
お
り
、
小
学
校
か
ら

の
英
語
活
動
の
導
入
に
よ
る
成

果
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
学

習
状
況
調
査
で
は
家
庭
学
習
の

状
況
が
改
善
さ
れ
て
お
り
、
昨

年
度
作
成
し
た
家
庭
学
習
の
進

め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に

し
た
各
学
校
で
の
連
絡
ノ
ー
ト

指
導
な
ど
の
成
果
だ
と
考
え
て

い
る
。

 Q 
教
育
改
革
が
成
果
を
あ
げ
つ

つ
あ
る
の
は
良
い
が
、
一
部
の
生

徒
の
非
行
問
題
で
そ
の
成
果
が

全
て
否
定
さ
れ
そ
う
な
状
況
だ
。

問
題
を
お
こ
す
生
徒
へ
の
対
応

は
必
要
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
大

多
数
の
良
い
生
徒
達
へ
の
対
応

が
一
番
重
要
で
最
優
先
で
あ
る

べ
き
。
大
瀬
戸
君
が
１
０
０
メ

ー
ト
ル
走
で
全
国
優
勝
し
た
り
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
九
州
大
会
に

出
場
し
た
り
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
を
一
生
懸
命
ほ
め
て
あ
げ
る
。

伸
び
る
生
徒
を
も
っ
と
伸
ば
す

こ
と
に
よ
っ
て
底
上
げ
を
し
て

い
く
と
い
う
発
想
が
ま
ず
必
要
。

大
事
な
の
は
大
多
数
の
子
供
の

教
育
環
境
の
確
保
と
、
伸
び
る

部
分
を
も
っ
と
伸
ば
す
こ
と
だ
。

 Ⓐ
楽
し
く
学
校
生
活
を
お
く
る

こ
と
が
で
き
、
授
業
や
部
活
に

集
中
し
て
頑
張
り
た
い
と
い
う

子
供
た
ち
が
大
切
さ
れ
る
学
校

で
あ
る
べ
き
だ
と
学
校
現
場
に

は
伝
え
て
い
る
。

ニューフォーラム

冨安　正直　議員

大瀬戸一馬　君
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A Q
対
策
本
部
を
設
置
、
情
報
提
供
を

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
問
う

 Q 
医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の

注
意
は
。

 Ⓐ
ど
こ
の
医
療
機
関
で
も
、
ま

ず
電
話
連
絡
を
し
て
受
診
を
。

方
は
、
セ
ッ
ト
な
の
で
す
ぐ
に

は
決
め
ら
れ
な
い
。
検
討
課
題

だ
と
十
分
認
識
し
て
い
る
。

21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

学
校
づ
く
り

 Q 
校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
は
。

 Ⓐ
遅
れ
て
い
る
が
校
舎
の
実
施

設
計
に
組
み
込
み
行
い
た
い
。

 Q 
学
校
と
庁
舎
に
緑
の
カ
ー
テ

ン
を
試
行
し
た
が
、
温
度
変
化

や
電
気
代
に
つ
い
て
の
確
認

は
。

 Ⓐ
温
度
管
理
も
確
認

も
で
き
て
い
な
い
。

 Q 
公
園
の
芝
生
化
に

つ
い
て
は
。

 Ⓐ
地
元
の
協
力
が
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

 Q 
今
後
も
エ
コ
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

継
続
は
。

 Ⓐ
反
省
も
し
て
、
来

年
も
継
続
し
て
い
く
。

 Q 
耐
震
診
断
の
結
果
、

補
強
工
事
を
し
た
学

校
と
工
事
内
容
は
。

 Ⓐ
苅
田
小
学
校
と
苅

田
中
学
校
。
鉄
骨
等

に
よ
る
強
化
工
事
。

 Q 
補
強
後
、
結
果
の
公
表
は
。

 Ⓐ
詳
し
い
数
値
は
公
表
し
て
い

な
い
が
、
構
造
的
に
大
丈
夫
か

ど
う
か
の
公
表
は
し
て
い
る
。

 Q 
Ｉ

※

Ｃ
Ｔ
環
境
に
対
応
で
き
る

教
職
員
の
技
術
習
得
研
修
は
。

 Ⓐ
導
入
後
は
具
体
的
に
考
え
て

い
な
い
が
、
県
や
町
の
毎
年
研

修
で
知
識
習
得
の
研
修
を
重
ね

資
質
を
高
め
て
い
く
。

 Q 
町
民
へ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
啓
発
に
つ
い
て
は
。

 Ⓐ
町
政
だ
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
。

 Q 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
に
つ

い
て
、
妊
婦
の
場
合
等
、
具
体

的
な
事
例
を
載
せ
る
考
え
は
。

 Ⓐ
一
目
瞭
然
で
わ
か
る
よ
う
に

詳
し
く
載
せ
て
い
く
。

 Q 
相
談
体
制
の
窓
口
は
。

 Ⓐ
県
の
京
築
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
か
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
。

 Q 
聴
覚
障
害
、
言
語

障
害
の
人
の
相
談
体

制
は
。

 Ⓐ
健
康
福
祉
課
の
手

話
通
訳
士
、
緊
急
時

の
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
制

度
化
で
き
れ
ば
考
え

る
。

 Q 
行
動
計
画
、
業
務
継
続
計
画

の
策
定
は
。

 Ⓐ
各
課
と
す
り
合
わ
せ
中
、
議

会
終
了
後
取
り
ま
と
め
た
い
。

 Q 
対
策
本
部
の
メ
ン
バ
ー
は
。

 Ⓐ
町
長
を
本
部
長
に
副
町
長
、

教
育
長
、
総
務
部
、
民
生
部
が

事
務
局
を
。

 Q 
ワ
ク
チ
ン
は
実
費
で
８
千
円

か
ら
９
千
円
。
そ
れ
に
対
し
て

の
負
担
軽
減
の
考
え
は
。

 Ⓐ
国
、
県
の
公
費
助
成
の
仕
方

と
副
作
用
に
対
す
る
補
償
の
仕

公明党

小山　信美　議員

※�

Ｉ
Ｃ
Ｔ

　

�　

情
報
・
通
信
に
関
連
す
る
技
術

一
般
の
総
称
。

耐震補強された与原小学校



Q 仕
※

組み債の運用に
ついて問う

A ペイオフに備えた
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 Q 
17
億
円
償
還
が
30
年
後
、
さ

ら
に
デ

※

リ
バ
テ
ィ
ブ
な
も
の
を

な
ぜ
購
入
し
た
の
か
。

 Ⓐ
よ
り
収
益
性
の
高
い
外
国
債

を
購
入
し
た
。

 Q 
現
在
金
利
は
ゼ
ロ
、
最
長
30

年
間
塩
漬
け
の
危
険
性
が
あ
る

が
。

 Ⓐ
満
期
償
還
期
限
ま
で
の
保
有

を
原
則
と
し
て
い
る
。
条
件
を

満
た
せ
ば
早
期
償
還
も
あ
る
。

 Q 
総
務
省
も
有
利
な
条
件
の
み

を
求
め
て
、
リ
ス
ク
を
背
負
う

よ
う
な
こ
と
は
よ
く
な
い
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。
現
在
の
含

み
損
は
、
ど
の
程
度
か
。

 Ⓐ
元
本
は
１
０
０
％
保
証
さ
れ

る
も
の
で
、
含
み
損
と
い
っ
た

概
念
は
な
い
。

 Q 
利
息
が
３
％
、
５
％
、
12
％

と
高
い
。
ハ
イ
リ
ス
ク
、
ハ
イ

リ
タ
ー
ン
に
対
し
て
慎
重
さ
が

な
い
の
で
は
。

 Ⓐ
導
入
し
た
の
が
、
平
成
19
年

８
月
、
平
成
20
年
２
月
、
７
月
、

10
月
で
金
融
危
機
の
状
況
の
前

で
、
十
分
に
早
期
償
還
が
可
能

と
判
断
し
た
。

 Q 
過
去
に
外
国
債
で
資
金
を
運

用
し
た
例
は
、
本
町
に
あ
る
か
。

 Ⓐ
本
町
に
お
い
て
は
な
い
。
国

債
し
か
買
っ
て
な
か
っ
た
。

 Q 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
方
式
で
は
、
平
成

22
年
３
月
で
１
ド
ル
１
１
０
円

５
銭
、
平
成
48
年
度
１
ド
ル
84

円
５
銭
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

の
相
場
は
、
91
円
ぐ
ら
い
。
早

※

期
償
還
は
難
し
い
。
累
積
方
式

で
は
、
幾
ら
で
早
期
償
還
で
き

る
の
か
。

 Ⓐ
ま
だ
、
い
く
ら
に
な
っ
た
ら

と
い
う
計
算
は
で
き
て
い
な
い
。

 Q 
基
金
40
億
円
の
う
ち
、
15
億

円
、
４
割
近
く
が
使
え
な
い
の

は
、
非
常
の
支
出
の
時
困
る
の

で
は
な
い
か
。

 Ⓐ
基
金
の
総
額
と
今
後
の
財
政

需
要
を
見
込
み
、
こ
の
ぐ
ら
い

の
額
で
あ
れ
ば
耐
え
ら
れ
る
と

判
断
し
た
。

 Q 
新
聞
報
道
で
は
、
全
国
24
市

町
村
し
か
や
っ
て
い
な
い
。
２

％
未
満
だ
が
、
数
は
把
握
し
て

い
る
か
。

 Ⓐ
別
の
資
料
で
は
、
57
市
町
村

が
運
用
し
て
い
る
。

 Q 
リ
ス
ク
の
説
明
は
受
け
た
の

か
。

 Ⓐ
最
長
、
満
期
ま
で
持
つ
可
能

性
も
あ
る
と
受
け
た
。

本
年
７
月
の
大
雨

に
つ
い
て

 Q 
災
害
時
情
報
収
集
は
。

 Ⓐ
床
下
浸
水
17
件
、
道
路
冠
水

13
件
、
の
り
面
の
土
砂
流
出
14

件
、
そ
の
他
49
件
で
総
件
数
93

件
で
あ
る
。

公明党

白石　　学　議員

※仕組み債
　債券とデリバティブをセットにした商品である。
※デリバティブ
　�　銀行や証券会社が顧客と個別に売買を行うオプ
ションやスワップである。オプションとは、あら
かじめ定められた期間内に、予定価格で金融商品
の売買を選択する権利の取引のことをいう。

※早期償還
　�　債券の全部または一部が、償還日前に償還され
ることで、期中償還とも呼ばれています。
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A Q
１
学
期
よ
り
も
改
善
の
兆
し

新
津
中
の
そ
の
後
の
経
過
は

っ
た
。

 Q
小
学
校
で
授
業
崩
壊
が
起
き

て
い
る
と
聞
く
が
、
把
握
で
き

て
い
る
の
か
。

 Ⓐ
子
ど
も
た
ち
が
、
発
達
障
害

な
の
か
、
し
つ
け
や
家
庭
の
問

題
な
の
か
、
保
護
者
の
方
と
話

し
合
い
を
し
、
専
門
家
の
指
導

を
受
け
る
。

 Q
不
況
に
よ
る
、
子
ど
も
た
ち
の

貧
困
化
を
、
把
握
で
き
て
い
る

の
か
。

で
就
学
が
困
難
な
家
庭
が
増
加

し
て
お
り
、
就
学
援
助
の
制
度

の
活
用
を
呼
び
か
け
、
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

 Q
国
保
は
国
の
補
助
金
減
額
で

低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重
く
、

滞
納
が
減
ら
な
い
。
町
独
自
の

減
免
を
。

 Ⓐ
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て

い
る
赤
字
の
財
政
状
況
で
は
、

考
え
る
べ
き
で
な
い
。

 Q
国
保
法
44
条

に
よ
る
医
療
費

３
割
負
担
の
、

減
免
制
度
活
用

の
検
討
結
果

は
。

 Ⓐ
た
た
き
台
を

検
討
し
て
い

る
。

 Q
天
草
市
で

は
、
国
保
税
滞

納
の
資
格
証
発

行
世
帯
に
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
の
た

め
、
短
期
保
険

証
を
交
付
し
た

が
、
本
町
で
は
で
き
な
い
の
か
。

 Ⓐ
国
か
ら
、
資
格
証
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
通
達
が
来
て
お
り
、

基
本
的
に
は
、
発
熱
外
来
に
つ

い
て
は
、
資
格
証
で
も
３
割
し

か
取
ら
な
い
。

 Q
短
期
保
険
証
の
交
付
が
決
ま

っ
て
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
資
格

証
世
帯
に
文
書
で
通
知
を
出
し

て
ほ
し
い
。

 Ⓐ
資
格
証
の
方
、
約
２
０
０
件

に
は
内
部
で
検
討
し
て
送
付
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
誰
も
が
安
心
し
て

心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る

町
づ
く
り
」
に
つ
い
て

 Q
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
の
拠

点
、
児
童
館
建
設
の
展
望
は
。

 Ⓐ
最
終
的
に
は
児
童
館
を
目
指

し
て
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

 Q
豪
雨
被
害
で
、
避
難
誘
導
時

に
、
老
人
や
障
害
者
が
残
さ
れ

て
お
り
、
弱
者
に
優
し
い
避
難

用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
で
は
。

 Ⓐ
要
援
護
者
に
対
す
る
避
難
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
、
今
見
直
し
中
。

日本共産党

木原　洋征　議員

教
育
問
題
に
つ
い
て

 Q
６
月
12
日
の
事
件
以
後
、
授
業

を
受
け
る
態
度
に
変
化
が
生
ま

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

 Ⓐ
９
月
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
民
生
委

員
、
教
育
委
員
会
、
先
生
に
加
え
、

生
徒
会
も
自
ら
立
て
看
板
を
作

り
、
校
門
で
の
挨
拶
運
動
を
行

っ
て
い
る
。
１
学
期
よ
り
も
生

徒
の
反
応
も
よ
く
、
頭
髪
や
服

装
に
つ
い
て
も
少
し
ず
つ
改
善

の
兆
し
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

 Ⓐ
今
年
度
の
就
学
援
助
は
、
５

月
で
は
合
計
で
４
０
６
名
。
９

月
現
在
で
は
５
１
２
名
。
年
度

途
中
で
増
加
。
経
済
的
な
理
由

新津中学校あいさつ運動



Q 与原土地区画整理事業
計画は進んでいるか

A 本年７月 29 日認可
詳細設計準備中
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 Q 
21
年
度
事
業
認
可
取
得
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

 Ⓐ
国
、
県
と
協
議
を
進
め
て
い

る
。

 Q
地
域
住
民
に
は
事
あ
る
た
び

に
説
明
会
を
開
い
て
い
た
だ
き

た
い
。

 Ⓐ
県
と
の
協
議
が
終
わ
り
次
第
、

地
元
説
明
会
に
入
る
。

 Q
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
、
６

月
議
会
に
お
い
て
補
正
予
算
が

通
っ
た
の
に
未
だ
設
置
さ
れ
て

な
い
が
。

 Ⓐ
現
在
設
置
場
所
の
選
定
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

 Q
３
ヶ
月
も
た
っ
て
い
る
。
早
急

に
設
置
を
。

 Ⓐ
各
学
校
か
ら
の
要
望
を
吸
い

あ
げ
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
事

業
の
推
進
を
図
る
。

 Q
予
算
上
基
本
的
に
は
二
基
と

な
っ
て
い
る
が
、
三
基
以
上
の

要
望
が
あ
っ
た
場
合
は
。

 Ⓐ
学
校
か
ら
の
要
望
は
超
え
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
回
の

補
正
で
足
ら
な
い
部
分
が
出
た

場
合
は
補
充
で
き
る
よ
う
に
努

力
す
る
。

未来

桝谷　忠明　議員

防　犯　灯

与原土地区画整理事業予定地
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A Q
で
き
る
限
り
予
算
措
置
を
し
た
い

教
育
予
算
の
充
実
と

質
の
向
上
を
望
む

で
は
県
大
会
以
上
は
全
額
町
が

負
担
す
る
。
部
活
動
の
備
品
購

入
や
消
耗
品
は
別
枠
で
予
算
措

置
を
し
て
、
で
き
る
限
り
生
徒

の
個
人
負
担
の
な
い
よ
う
予
算

確
保
に
努
め
て
い
る
。

 Q 
吹
奏
楽
器
は
十
分
か
、
破
損

や
不
足
楽
器
、
個
人
負
担
等
改

善
で
き
な
い
の
か
。

 Ⓐ
楽
器
購
入
費
と
し
て
別
枠
予

算
計
上
し
て
い
る
が
、
非
常
に

高
価
で
満
足
い
く
形
で
整
備
で

 Ⓐ
防
犯
灯
の
設
置
作
業
は
進
め

る
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
考
え
て

い
な
い
。

急
が
れ
る

与
原
土
地
区
画
整
理
事
業

 Q 
小
波
瀬
土
地
区
画
整
理
事
業

と
今
回
の
事
業
の
違
い
は
。

 Ⓐ
小
波
瀬
は
１
１
６
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
住
宅
戸
数
も
多
く
、
山
か

ら
出
た
岩
盤
処
理
施
行
や
、
街

路
事
業
、
移
転
費
用
が
多
く
か

か
っ
た
。
与
原
は
40
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
田
・
畑
と
住
宅
72
戸
。
戸

数
で
比
べ
る
と
少
な
い
。

 Q 
公
的
予
算
が
多
額
に
つ
ぎ
込

ま
れ
る
が
業
者
な
ど
の
土
地
買

占
め
は
無
い
の
か
。

 Ⓐ
聞
い
て
い
な
い
。
登
記
さ
れ

て
い
る
地
権
者
名
で
整
備
す
る
。

 Q 
幅
16
メ
ー
ト
ル
の
与
原
尾
倉

線
は
町
道
か
。

 Ⓐ
町
道
で
あ
る
。

 Q 
昭
和
55
年
か
ら
の
事
業
で
あ

り
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
ほ
し

い
。

 Ⓐ
小
波
瀬
に
比
べ
れ
ば
早
く
終

わ
る
予
定
。

 Q 
小
波
瀬
区
画
整
理
事
業
は
20

年
近
く
か
か
っ
て
い
る
が
、
与

原
の
工
事
期
間
は
。

 Ⓐ
５
年
を
予
定
し
て
い
る
。

 Q 
地
権
者
も
高
齢
化
し
て
い
る

中
、
大
き
な
家
も
土
地
も
い
ら

な
い
。
老
人
が
住
め
る
「
ケ
ア

ハ
ウ
ス
」
等
が
ほ
し
い
と
の
意

見
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

よ
う
な
町
づ
く
り
は
で
き
な
い

か
。

 Ⓐ
考
え
て
い
な
い
。

 Q 
学
校
施
設
の
耐
震
化
は

１
０
０
％
と
報
道
さ
れ
た
が
、

全
て
調
査
し
た
の
か
。
窓
ガ
ラ

ス
や
天
井
な
ど
の
耐
震
化
は
計

画
で
き
な
い
か
。

 Ⓐ
耐
震
化
１
０
０
％
は
達
成
し

た
。
窓
ガ
ラ
ス
や
天
井
な
ど
の

項
目
は
診
断
を
し
た
。

 Q 
部
活
動
は
お
金
が
な
い
と
参

加
で
き
な
い
の
か
。

 Ⓐ
中
学
校
で
は
、
毎
年
好
成
績

を
お
さ
め
て
い
る
。
対
外
試
合

き
な
い
が
、
楽
器
状
況
を
み
て

で
き
る
限
り
予
算
措
置
に
反
映

し
て
い
き
た
い
。

 Q 
全
国
大
会
陸
上
１
０
０
メ
ー

ト
ル
で
新
津
中
の
生
徒
が
優
勝

し
た
。
こ
の
生
徒
達
は
苅
田
小

で
暗
や
み
の
中
で
練
習
し
て
い

る
。照
明
器
具
の
設
置
を
望
む
。

日本共産党

梶原　弘子　議員

新津中学校吹奏楽部

与原土地区画整理事業予定地周辺
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総
務
常
任
委
員
会
の
調
査
の

目
的
は
、
現
状
の
実
態
を
把
握

し
分
析
し
検
討
し
て
問
題
点
を

明
ら
か
に
し
て
、
そ
れ
ら
を
改

善
、
改
革
す
る
に
は
ど
の
よ
う

に
な
す
べ
き
か
を
考
査
す
べ
き

で
あ
る
が
、
充
分
で
あ
っ
た
と

は
言
い
難
い
。

　

今
後
ま
す
ま
す
地
方
主
権
が

進
み
、
地
方
自
治
体
が
自
ら
政

策
立
案
や
実
践
力
に
つ
い
て
自

己
決
定
責
任
を
負
う
時
代
へ
と

な
っ
て
く
る
な
か
で
議
会
、
委

員
会
の
使
命
と
は
住
民
の
代
表

機
関
と
の
認
識
の
下
、
町
民
の

想
い
視
点
を
基
軸
と
し
て
諸
課

題
の
解
決
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
を
報
告
と
す

る
。 総

務
常
任
委
員
会
報
告

総
務
常
任
委
員
長　
　

坂
本　

東
二
郎

　

地
方
分
権
改
革
が
進
み
、
地
方
自
治

体
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
中
、
二
元
代
表
制
の
も
と
、

議
決
機
関
で
あ
る
議
会
に
課
せ
ら
れ
た

責
任
も
大
変
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

苅
田
町
議
会
に
お
い
て
も
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
の
確
保
、
生
活

基
盤
の
整
備
、
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
、
各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
等

に
お
い
て
活
発
な
議
論
の
場
の
創
出
や

委
員
会
研
修
の
実
施
な
ど
、
委
員
会
活
動
の
充
実
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
議
会

を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て
夜
間
議
会
の

実
施
、
町
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
町
内
各
種
団
体
と

の
議
会
懇
談
会
を
実
施
し
、
町
民
に
身
近
な
開
か
れ
た
議
会
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

苅
田
町
議
会
と
し
て
、
執
行
部
と
の
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
関
係
の
中
、

対
等
の
立
場
で
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
町
民
の
た
め
に
、
何
を
す

べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
、
執
行
部
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
し
っ

か
り
果
た
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
民
の
皆
様
の
意

見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
政
策
提
言
機
能
の
強
化
、
そ
し
て
、

透
明
性
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
議
会
の
使

命
が
果
た
せ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
更
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

議長あいさつ

　
（
平
成
19
年
10
月
15
日
か
ら
平
成
21
年
10
月
14
日
ま
で
）

議
会
閉
会
中
委
員
会
調
査
事
項
の
報
告

苅田町議会議長

　武内　幸次郎
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当
委
員
会
は
、
町
民
に
身
近

な
教
育
、
福
祉
、
環
境
等
の
所

管
事
項
の
調
査
研
究
に
当
た
り
、

閉
会
中
の
調
査
研
究
を
行
っ
た

が
、
そ
の
中
で
主
要
な
も
の
を

取
り
上
げ
報
告
す
る
。

社
会
教
育
施
設
の

調
査
研
究
に
つ
い
て

●
プ
ー
ル
建
設

　

≪

町
営
プ
ー
ル
建
設
に
伴
う

調
査
研
究
の
為
、
視
察≫

●
平
成
20
年
７
月
23
日

　
　

長
崎
市
・
長
崎
東
公
園

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル

●
平
成
20
年
７
月
30
日

　
　

大
分
市
・
市
営
温
水
プ
ー
ル

●
平
成
20
年
８
月
21
日

　
　

�

熊
本
県
・
産
山
中
学
校
室

内
プ
ー
ル

●
平
成
20
年
10
月
９
日

　
　

�

嘉
麻
市
・
ス
イ
ミ
ン
グ
プ

ラ
ザ
な
つ
き

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
報
告

厚
生
文
教
常
任
委
員
長　

小
山　

信
美

　
　

嘉
麻
市
・
サ
ル
ビ
ア
パ
ー
ク

　

以
上
５
ヶ
所
の
施
設
を
研

修
し
た
。

　

４
ヶ
所
は
温
水
プ
ー
ル

で
管
理
、
運
営
は
指
定
管

理
者
が
行
っ
て
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
あ
る
運
営
方
法

を
取
り
入
れ
て
い
た
が
、
特

に
産
山
村
に
至
っ
て
は
、
冷

水
の
プ
ー
ル
で
事
業
費
が
約

２
億
５
４
０
０
万
円
と
安
価

で
、
使
用
期
間
も
６
月
か
ら

９
月
ま
で
利
用
可
能
。

　

現
行
の
町
営
プ
ー
ル
建
設

に
つ
い
て
は
、
事
業
費
、
施
設

内
容
、
用
地
に
至
る
ま
で
数
多

く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
当
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
見

解
は
到
底
納
得
の
い
く
解
決
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
、
新
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
更
な
る
取
り
組
み
に
よ
り
、

よ
り
良
い
解
決
を
望
み
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
長　

常
葊　

直
行

　

委
員
会
に
付
託
を
さ
れ
ま
し

た
議
会
閉
会
中
の
調
査
事
項
に

つ
い
て
、
前
期
２
ヵ
年
の
調
査
研

究
の
中
で
「
13
、
産
業
基
盤
の
整

備
に
つ
い
て
」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

町
内
に
は
、
臨
海
工
業
地
帯
に

多
く
の
企
業
が
隣
接
し
、
さ
ら

に
企
業
誘
致
も
盛
ん
に
進
め
ら

れ
て
い
る
。
特
に
自
動
車
産
業
の

集
積
が
進
み
北
部
九
州
自
動
車

１
５
０
万
台
構
想
の
中
核
を
担

う
地
域
と
な
っ
た
。
今
後
も
、
産

業
・
企
業
の
発
展
の
た
め
に
は
、

更
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要

だ
。
特
に
、
空
港
や
高
速
道
な
ど

の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
は
じ
め
、
変

化
す
る
企
業
活
動
に
有
利
な
イ

ン
フ
ラ
条
件
を
整
備
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。

　

委
員
会
は
、
熊
本
空
港
や
本
田

技
研
工
業
株
式
会
社
な
ど
を
視

察
研
修
し
、
産
業
振
興
の
た
め
の

交
通
ア
ク
セ
ス
、
熊
本
空
港
や
九

州
自
動
車
道
熊
本
Ｉ
Ｃ
、
第
二
空

港
線
な
ど
の
主
要
地
方
道
路
の

整
備
、
工
業
用
水
の
確
保
や
企
業

誘
致
に
よ
る
移
住
環
境
の
整
備
、

医
療
、
社
会
福
祉
、
教
育
、
住
宅

開
発
や
区
画
整
理
事
業
な
ど
、
行

政
全
般
の
事
業
の
一
つ
一
つ
の

重
要
性
を
感
じ
、
そ
れ
が
ま
ち
づ

く
り
で
あ
る
こ
と
を
各
議
論
の

場
で
提
言
を
し
て
き
た
。
今
後

も
、
更
な
る
調
査
・
研
究
と
適
切

な
提
言
の
継
続
が
重
要
だ
。

産山村中学校冷水プール
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第
２
回　
夜
間
議
会
に
つ
い
て

広
報
研
修
レ
ポ
ー
ト

読みやすく親しまれる議会広報誌を目指して
　地方分権が進み各自治体においては自己責任・自己決定が求められる今日、議会の役割も重要
になり、議会の情報発信である議会広報誌の果たす役割も重要になってまいりました。
　我が苅田町議会では「読みやすく親しまれる議会広報誌」を目指しており、編集能力向上のた
めに、全国町村議会議長会主催による「第 70回　町村議会広報研修会」に参加しました。
　初日は、「わかりやすい文章表現・表記について」、「情報時代に求められる広報」、「ネットＰ
Ｒ発想で広がるステークホルダーとのコミュニケーション」について講義をうけました。
　行政用語は使わず住民目線の分かりやすい文章の作成、写真等の配置、表現の技術等を基礎か
ら具体例を使っての説明をうけました。
　また、これからの情報社会において不可欠なインターネットを利用した情報発信についての重
要性、特に留意する点について講義をうけました。
　２日目は、「広報クリニック」で実際
に自治体が発行した広報誌を使って長所
短所の指導を受けました。
　講師の目による思いがけない指摘があ
り、今まで気にとめなかった事に目覚め
させられ非常に勉強になりました。
　今回初めて研修会に参加させていただ
き、広報誌の重要性について再認識しま
した。また、学んだことを今後の広報誌
編集に活かしていきたいと思います。

第
４
回　
議
会
懇
談
会
に
つ
い
て

　

第
２
回
目
の
夜
間
議
会
が
９
月
16
日
17
時
30
分
か
ら
19

時
ま
で
行
な
わ
れ
、
２
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
熱
い
論
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

夜
会
議
会
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
た
議

会
、
そ
し
て
親
し
み
や
す
い
議
会
を
目
指
す
為
に
、
一
人

で
も
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
傍
聴
し
て
も
ら
う
為
に
執
り

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
内
69
市
町
村
の
中
で
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、

１
回
目
84
名
、
２
回
目
25
名
と
そ
の
効
果
は
、
ま
だ
ま
だ

不
十
分
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
参
画
の
程
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

10
月
６
日
10
時
よ
り
苅
田
町
区
長
連
合
会
と
の
議
会
懇

談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
で
４
回
目
の
開
催
と
な
り
、

日
頃
よ
り
地
域
自
治
振
興
の
為
又
、
地
域
の
活
性
化
の
為

に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
よ
り
農
業
振
興
・
水
源

対
策
・
ゴ
ミ
問
題
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
・
重
要
議

案
に
対
す
る
採
決
の
公
開
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

結
論
と
し
て
、
い
く
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
協
議
を

行
政
（
執
行
部
）
と
し
て
も
実
行
し
て
く
れ
な
い
と
い
う

大
き
な
問
題
点
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
議
会
と
区
長
会
が
力
を
合
わ
せ
て
町
民

本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
行
し
て
い
こ
う
と
い
う
提
案
が

な
さ
れ
て
終
了
致
し
ま
し
た
。
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新委員会紹介
議 会 運 営 委 員 会

総 務 常 任 委 員 会

委員氏名
委　員　長 冨　安　正　直
副委員長 伊　塚　　　弘
委　　員 梶　原　弘　子
委　　員 坂　本　東二郎
委　　員 林　　　繁　実
委　　員 三　原　　　茂
委　　員 小　山　信　美
委　　員 桝　谷　忠　明

委員氏名
委　員　長 坂　本　東二郎
副委員長 伊　塚　　　弘
委　　員 井　上　　　修
委　　員 尾　形　　　均
委　　員 白　石　　　学
委　　員 山　口　純　治

委員氏名
委　員　長 三　原　　　茂
副委員長 桝　谷　忠　明
委　　員 梶　原　弘　子
委　　員 林　　　繁　実
委　　員 冨　安　正　直
委　　員 沖　永　義　樹

12月４日︵金︶から
一般質問は12月14日︵月）・15日(火）・16日(水）
≪開催時間≫　10時から17時　受付は庁舎６階
問い合わせは議会事務局　☎０９３－４３４－１９８１

９月議会は
80人の
傍聴者が
ありました

みなさん議会傍聴に来てください
12 月定例会の予定

厚生文教常任委員会
委員氏名

委　員　長 友　田　敬　而
副委員長 小　山　信　美
委　　員 武　内　幸次郎
委　　員 松　蔭　日出美
委　　員 常　葊　直　行
委　　員 木　原　洋　征

産業建設常任委員会

議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員

広
報
特
別
委
員
会
委
員

補
充
委
員
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今
年
の
９
月
議
会
定
例
会
に
は
、
三

つ
の
重
要
な
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
は
、
９
月
は
決
算
議
会
で
あ

っ
た
こ
と
で
す
。
昨
年
９
月
の
世
界

同
時
不
況
は
、
本
町
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
予
算
で
認
め
ら

れ
て
い
た
事
業
も
実
際
に
は
ど
の
よ

う
に
執
行
さ
れ
た
の
か
、
緊
急
経
済

対
策
は
効
果
的
だ
っ
た
の
か
な
ど
、

歳
出
と
実
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く

重
要
な
議
会
で
し
た
。

　

第
二
は
、
国
政
が
地
方
自
治
体
に

及
ぼ
す
影
響
で
す
。
民
主
党
の
圧
勝

で
政
権
交
代
が
行
わ
れ
、
政
治
の
方

向
は
大
き
く
転
換
し
ま
し
た
。
地
方

自
治
体
へ
の
影
響
も
考
慮
し
な
が

ら
、
今
後
の
行
政
の
あ
り
方
を
、
改

め
て
見
直
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
議
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
首
長
任
期
最
後
の
議
会

で
し
た
。
４
年
の
実
績
を
評
価
し
、

総
括
し
な
が
ら
、
次
の
４
年
を
託
す

リ
ー
ダ
ー
を
考
え
る
大
変
重
要
な
議

会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
９
月
議
会
定
例
会
を
節
目
と

捉
え
て
、
次
代
を
展
望
す
る
活
発
な

議
論
が
展
開
出
来
る
議
会
活
動
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。　
　

常
葊
直
行

産業がさかんな町 与原小学校６年　瀬口　和也

　苅田町は自動車産業がさかんです。苅
田駅の近くには商店街もあります。しか
し、それだけが産業ではありません。農
業や漁業でも苅田町をアピールしたらい
いと思います。
　例えば、給食にも出てくるおいしい白
川米や松会味噌、カキなど苅田町にはた
くさんの特産物があります。その特産物
が福岡県・日本そして世界へといくこと

で苅田町に興味を持つ人が多くなって、東京やロンドンなどと同
じ位有名な町になるかもしれません。そしたら苅田町をアピール
できると思います。
　苅田町のことをたくさんの人に知ってもらうことで、世界中の
人との交流が増えて、町がさかんになると思います。そうしたら、
笑顔あふれる苅田町になると思います。

みんなが使いやすい公園に
与原小学校６年　藤岡　彩花

　学校の近くには、たくさんの公園があり
ます。中でも大熊公園は、車いすの人でも
使えるように駐車場が広く、スロープもあ
ります。階段には手すりもあって、お年寄
りの人などが登ったり降りたりする時に使
いやすいように工夫がされています。トイ
レも２ヵ所あってよいのですが、段差が
あったりせまかったりとすべての人が使いやすいわけではないよ
うです。だれもが使える公園が増えていってほしいと思います。
　また、公園を使う私達もいろいろな人の立場に立って考え、使
うマナーを守り、みんなが使いやすい公園にしていきたいです。

　

苅
田
山
笠
は
宇
原
神
社
の
秋
祭

り
で
、
そ
の
起
源
は
、
宇
原
神
社
縁

起
に
よ
る
と
１
５
９
７
年
（
慶
長
２

年
）
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
初
は
８
月

15
日
に
実
施
さ
れ
た
夏
祭
り
で
あ
っ

た
が
、
現
在
は
10
月
の
第
一
日
曜
日

に
開
催
さ
れ
る
京
築
地
方
最
大
の
秋

祭
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

神
幸
祭
当
日
、
旧
宮
所
の
浮
殿

の
地
（
役
場
前
広
場
）
の
神
事
場

に
神
輿
に
続
い
て
思
い
思
い
に
意

匠
を
凝
ら
し
た
飾
り
山
笠
14
基
が

勢
ぞ
ろ
い
す
る
。
山
笠
は
宇
原
神

社
の
氏
子
15
区
に
よ
っ
て
出
さ
れ
、

役
場
前
広
場
で
お
披
露
目
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
に
戻

る
際
に
、山
同
士
が
ぶ
つ
か
り
合
っ

て
「
突
き
当
て
」
を
す
る
の
で
別

名
「
喧
嘩
山
笠
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

苅田山笠
（ヤマは三度、姿を変える）

表紙の
写真

ま ち の 見
ど こ ろ

岩山

幟山


